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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、中国での小学校英語教育が、超大国化政策の下でどのように推進さ
れているのかを検証することにあった。中国における小学校英語教育の実態の調査からは、英語だけで授業がで
きる大量の小学校英語専科教員の育成、教員研修の充実、褒賞による教員のモティベーションの向上、英語によ
る中国に関する情報の発信、授業のおけるICTの活用など、全国的に積極的な英語教育施策が採られていること
が明らかになった。また、こうした小学校における英語教育は、中国が推進している一帯一路政策の人的基盤と
なっていると考えることができる。日本の英語教育においても、レベルの高い小学校英語教員の育成など、参考
にすべき点は多い。

研究成果の概要（英文）：This study aimed to examine how English language education at the elementary
 level is being promoted in China under the Belt and Road Initiative. A survey of Chinese elementary
 schools revealed a number of noteworthy education policies. These include the training of a large 
number of elementary school English teachers who will use English as the language of instruction, 
enhanced teacher training, use of awards to increase teacher motivation, learning and dissemination 
of information about China in English, and the use of information and communications technology in 
the classroom. We then compared these against English language teaching in Japanese elementary 
schools and conclude that, above all, English language education at the elementary level in China 
serves as the social foundation for the Belt and Road Initiative.There is much for Japan to learn 
from China's English education, including the training of high-level elementary school English 
teachers in China.

研究分野： 教育学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本科研は、中国の都市部や農村部の小学校におけるフィールドワークによって、小学校英語教育の実態を検証し
た。中国では、全国的に英語だけで授業ができる大量の小学校英語の専科教員がいるなど英語教育が進み、対外
政策の基盤となっていることを明らかにし、日本において周知した点で、本科研の社会的意義は少なくない。本
科研プロジェクトチームが主催したシンポジウムなどには英語教育関係者、教育行政関係者も広く参加してお
り、日本における小学校英語教育に一定のインパクトを与えることに成功した。また、中国及びその他の国の英
語教育関係者との国際的研究ネットワークを構築することができたことも、意義としてあげておきたい。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
近年、中国はその巨大な経済力を背景として世界的にプレゼンスを高めている。特に習近平

体制の下で、2014 年には「一帯一路」構想（陸と海のシルクロードで中国とヨーロッパを結ぶ）
が打ち出され、アメリカ及び中国といった二大超大国に向けての政策が推進されている。こう
した中国において、英語に通じた人材の養成は戦略的な課題であった。そのため、2000 年代以
降、英語を小学校 3 年から都市部、農村部、少数民族地域を問わず全国一律に必修科目として
導入している。いわば中国語と英語によるバイリンガル化を教育戦略として超大国化を推進し
ていると言えよう。 
一方、現在、日本においても、東京オリンピックの開催を背景として、国際化に向けて小学

校における英語教育が開始されるようになった。そして小学校 3、4 年から｢外国語活動｣が、5、
6 年生からは「教科」としての英語が政策的に導入されている。 
それでは、超大国化を目指して英語教育を推進する中国の隣国である日本において、今後、

どのような英語教育政策を進め、小学校段階からの英語を展開すべきであろうか。本研究では、
以下の諸課題を解明していきたい。 
 
２．研究の目的 

(1)中国での小学校英語教育の必修化が、中国の超大国化政策とどのように連関しながら進め
られているのかを検証することである。 
中国の世界的な拡大戦略については、これまで例えば天児慧を中心とする早稲田大学現代中

国研究所が注目し、中国「超大国」化論の研究プロジェクトを立ち上げてきた（筆者は研究所
員として同プロジェクトに参加。研究成果として東大出版会「超大国・中国のゆくえ」シリー
ズ）。しかしながら、外交、政治、経済からの分析が中心であり、教育についての分析は必ずし
も十分になされてきたとは言えない。 

(2)中国における小学校英語教育の実態を明らかにすることである。この場合、特に中国で実
験的にひろがりをみせているイマージョン・プログラムについて、参与観察を含めて検証して
いきたい。中国におけるイマージョン・プログラムは、英語による教科学習であるが、西安、
広州などの地域で導入がされるようになっている。生徒、教師、授業の実態などを、検討して
いく。 

(3)中国の中でも農村部やとりわけ少数民族地域における英語教育の実態を調査することが
ある。筆者の予備調査からは、農村部や少数民族地域では英語学習からのドロップアウトが上
級学校進学の阻害要因となり教育格差を拡大していることが明らかにされている。 
本研究では、農村部や少数民族を視野にいれて調査を行い、教育格差の克服のためどのよう

な対策が取られているのか検証する。日本においても今後、英語教育の導入に伴い条件の違い
によって教育格差を引き起こす可能性があり、研究に値しよう。 

(4)日本において小学校の英語教育はどのようにあるべきなのかを検討することである。日本
では東京オリンピック開催を視野に入れて、小学校における英語教育が重視されるようになっ
た。しかし指導力のある教員の不足など、多くの問題が指摘されており、英語教育に関する研
究は、喫緊の課題である。本研究においては、公立小学校において外国語活動を先行的に導入
してきた荒川区（2003 年に教育特区に認定。2004 年度から小学校全学年において週 1 回の英
語の授業を実施）をケーススタディとして分析していくものとする。 
このように、本研究においては、超大国化を目指す中国を視野に入れながら、日中の英語教

育を横断的・総合的に比較検討しながら、現状と課題を整理し、人々の出会いと交流の機会を
創造し人間の一生を豊かにするものとしての英語教育という視点から、日本の小学校英語教育
に対して政策提言していくことを課題として設定している。 
 
３．研究の方法 
３．１ 調査・研究方法 
(1)文献による研究  
中国における小学校英語教育の教科書、教師用指導書、副読本、参考書の収集と分析。 

(2)調査手法 
①定量的調査(質問紙調査)  
・小中学生及び父母調査（好きな科目、学習環境、学習時間、将来の進路希望）  

 ・教員調査（出身学校、教歴、授業時間、留学経験、教員研修） 
②定性的調査(インタビュー)：対象 1）教師、2）生徒、3）父母 
・質問項目：カリキュラム、教授法、英語学習実態、学習意欲、教員研修など。 
③授業の参与観察、録画の分析 
(3)調査地点 
ⅰ)中国都市部（北京、上海、西安、広州等）、農村部（河北省）、少数民族地域(寧夏回族自治
区、内モンゴル自治区) ⅱ）韓国、台湾等の外国 ⅲ）国内 東京都荒川区 
 
３．２調査報告 
３．２．１ 中国調査 
(1)北京：①北京大学附属小学校など 2校を訪問、参与観察及び教員インタビュー（2016）。②



北京師範大学アジア太平洋実験学校の訪問調査、参与観察、英語科教員インタビュー（2017）。
また同校が半年をかけて進めてきた英語ミュージカル劇「シルクロードよ永遠に」(Silk…The 
Eternal Road)を観劇。同演劇は中国の北京師範大学とイギリスの演劇集団が、イギリス・パフ
ォーミングアート学院（UKCI）を設立し、同学院が専門家を派遣して、半年をかけて周到な準
備をして上演されたものである。スペインなどの海外でも公演予定である（2017 年調査段階）。
③北京・小学校調査（1校）、英語授業の参与観察、教員インタビュー(2019)。④北京師範大学
での小学校英語教育関係者との研究交流（2016、2018）。 
 
(2)上海：小学校（大学付属）での調査。英語授業の参与観察、英語科担当教員インタビュー（2018）。 
 
(3)西安：西安外国語大学が実施してきた「中国カナダアメリカ英語イマージョン
China-Canada-United States English Immersion (CCUEI)」プロジェクトによる実験校である
陝西師範大学附属小学校、陝西師範大学附属実験小学校、陝西師範大学金泰暇日花城小学校 陝
西師範大学銘城小学などを見学。アンケー調査。授業の参与観察の後、教員、大学関係者、専
門家が参加して開催された検討会で、中国側教員（約 20 名が参加）と活発な意見交換を実施。
講演会の開催（会場：陝西師範大学実験小学校。講師：小林敦子、日本の教育の紹介）。研究代
表者の他、原田哲男（早稲田大学、研究分担者）、東仁美（聖学院大学、連携研究者）、花井み
わ（早稲田大学、研究協力者）の各氏が調査に参加（2016）。 
 
(4)広州：中国カナダアメリカ英語イマージョンプロジェクトの実験校（2校）の他、幼稚園（1
校）での参与観察、教員インタビュー、アンケート調査。教育講演会の開催（小林敦子、日本
の教育の紹介＋意見交換）。研究代表者の他、原田哲男氏が調査に参加（2017）。広東外語外貿
大学での講演会（講師：原田哲男、イマージョン英語教育について）。 
 
(5)雲南省：小中学校訪問及び教員調査を実施。小中学校での英語教育の参与観察、学校長及び
英語担当教員へのインタビュー（カリキュラム、インターネットを利用しての教育指導、教員
研修の実態）。小・中学校での教員・父母対象の講演（小林敦子）。研究代表者の他、原田哲男、
花井みわの各氏が調査に参加（2018）。 
 
(6)中国少数民族地域及び農村調査：①内モンゴル自治区フフホト民族小学校での参与観察
（2016）。②河北省青龍県農村部小学校での参与観察（2016）。③寧夏回族自治区：農村小学校
での英語科担当教員へのインタビュー（カリキュラム、ワークシート、教員研修の実態）（2017）。 
 
３．２．２ 台湾、韓国調査 
(1)台湾調査：①台北の文化小学校及び天母小学校で参与観察（共に、公立小学校）。また教科
書、教員研修関係資料の収集を実施（2016）。②台湾の原住民（アミ族）教員へのインタビュー
（英語教育、第三言語教育について）（2016）。 
(2)韓国（海外研究協力者：李恩珠・明智短期大学客員教授による実施） 
①ソウル及び京畿道の小学校での親の英語教育意識アンケート調査（2017）。② 京畿道の小

学校での英語教育調査（2018）。③ソウルなどのイングリッシュ・ビレッジ調査（2019）。 
 
３．２．３ その他の諸外国における調査 
(1)シンガポール：華僑中学、渋谷幕張シンガポール校など中学・高校 3校、参与観察（2016）。
(2)香港：中学・高校 1 校、参与観察（2016）。(3)タイ：小学校 2 校、参与観察（2016）。(4)
マレーシア：中学・高校 2校、参与観察（2016）。(5)アメリカ：スタンフォード大学、UC Davis
校訪問。国際交流、留学生教育のスタッフへのインタビューを実施し、中国人の英語教育と海
外進出の実態を調査（2017）。(6)インドネシア：ジャカルタの BINUS 大学および小学校（1校）
において、東南アジアにおける中国の一帯一路政策の影響と文化交流に関する調査（言語教育・
国際交流、大学、小学校）（2018）。 
 
３．２．４ 東京都荒川区調査 
(1)小学校及び中学校における英語教育調査（授業見学、参与観察、教員インタビュー）（2016
～2019）。 
(2)ワールドスクール（宿泊型英語研修、夏休み開催）：①中学校ワールドスクール（秋田国際
教養大学の English Village に委託実施）での参与観察（2017）、参加者（生徒、教員を含む）
への半年後インタビュー調査（2018）。②小学校ワールドスクールでの参与観察（2018）、関係
者へのインタビュー調査（2018）。③中学校ワールドスクールでの参与観察（2019）、参加者へ
の半年後インタビュー（2020） 
(3)小学校での英語教育研究発表大会への参加（2017） 
(4)小中学校英語教員・英語教育アドバイザーを対象とする英語教育研修会の開催（内容：英単
語学習。担当講師：北京師範大学 裴淼准教授。参加者：区内外の小中学校英語教師・院生・一
般の参加）。参加者事後インタビューの実施（2017） 
 



 
４．研究成果 
（１）中国における英語教育の実態の検証 
①＜教員＞中国では英語だけで授業を行うことができる大量の小学校英語教員が育っている。
これは大都市（北京、上海、広州、西安）だけではなく、調査を実施した地方都市や農村部、
少数民族地域（内モンゴル、寧夏）においても同様であった。 
中国の小学校では、専門の教員が各科目を教授する（日本は担任が一部を除き全科目担当）。

英語も、大学で専門的に小学校英語教育を学んできた教員が指導に当たっている。このことが、
中国における小学校英語教員のレベルの高さにつながっている。また、日本では ALT など、ネ
イティブの教員を活用して英語の授業が展開されている。これに対して中国では、中国人の英
語教師（ノン・ネイティブ）が英語を使って授業を行っているが、これは中国人でも努力をす
れば英語がこれだけ上達できるというロールモデルの役割も果たしている。 
 

②＜教員 農村部＞中国農村部では、教員不足から一人の教員がすべての教科を指導する学校
もあり、英語の専門外の教員が英語で授業を担当することに伴い、問題も生じている（河北調
査）。しかし農村地域においても、教員が wechat といったアプリを利用して、自分の英語能力
を高める努力をしていることは特筆に価しよう（寧夏調査）。 
 

③＜教員研修＞英語教員に対して教員研修の機会（学内外）が提供されている。全国的な研究
交流（例：イマージョン教育の全国研究大会）の他、訪問調査をした学校の場合、学内でも随
時、相互の授業を見る体制が組まれていた。日本においても教員研修の機会があり、また英語
教育関係者による研究交流は積極的になされている。ただし、中国では、優れた授業に対して
積極的に表彰を取り入れ、教員のモティベーションの向上を図るシステムが整備されている。 
 
④＜児童＞児童の英語のレベルは一般的に日本に比べると高い。農村部の小学校（河北省）に
おいても、調査に同行したアメリカ人の話しかける英語に対して的確な受け答えをしていた。 
とりわけ都市部での小学校児童の英語のレベルは高く、短時間でかなりの量の英作文を書き、

クラスの前でプレゼンを行うという児童もいる（北京）。ただし、こうした児童の英語のレベル
の高さは、学校の授業の影響もあるが、それ以上に、中国都市部での父母の英語教育熱が高く、
学校教育以外の英語補習教育に参加していることがある。 
 
⑤＜ICT 教育機材＞ICT 教育の普及についてであるが、農村部の小学校においても電子黒板が配
置されている（河北省では、農村部を含めて全小学校への配備）。日本では、都市部の中学校で
も電子黒板が配置されていない所もあるが、中国では教育事業へ予算が重点的に配分され、設
備的に充実している。また、教育におけるオンライン化が進んでおり、児童への宿題、その提
出、あるいは成績の管理も、wechat を日常的に利用して実施されている。日本以上に、学校教
育においてオンライン化が浸透していることは強調しておきたい。 
 
⑥＜イマージョン式英語教育＞イマージョン式英語教育の取り組みは、プロジェクト校におい
て、道徳、理科＜物理、生物＞、美術など多様な教科で実施されている（西安、広州）。また、
イマージョン式英語教育のプロジェクトは、進学校だけではなく、農民家庭出身者が多い小学
校でも実施されている（西安）。英語を話せるということが児童の自信につながっており、彼ら
の自己肯定感を高めていることは注目に値する。 
またイマージョン式の英語教育の研究成果（身体を使っての第２言語教育等の手法）が、中

国少数民族地域での第２言語としての漢語学習に応用されており、効果を上げている。こうし
た手法は、日本でも活用できるのではないかと思われる。 
 
⑦＜教科書＞中国の小学校の英語教科書を分析すると、中国に関する内容が多数盛り込まれて
いる。中国に観光旅行に来た外国人に対して、中国の歴史、観光地（西安：兵馬俑等）、あるい
は中国の偉人を説明するという内容も多い。日本の場合は、一般的に英語教育は外国の文化を
学び国際理解や国際交流を促進するためと認識されているが、中国の場合、スキルとして英語
を学び、自国のことを英語で表現するという教育方針が教科書編纂に明確に反映されている。 
 
⑧＜国際交流＞中国都市部では、小学校の段階から積極的に欧米と国際交流を実施する小学校
が少なくない。国際交流に積極的に取り組んでおり、夏休みの海外訪問プログラムも充実して
いる。しかしながら、近年は家族旅行で欧米を訪問し滞在する生徒が少なからずおり、学校か
ら派遣される海外研修の枠が埋まらないという事例もある（北京、2019）。 
 
（２）一帯一路政策の人的基盤としての小学校英語教育 
小学校で英語を学んだ児童が、中国を紹介した英語劇の公演をヨーロッパにおいて行うなど

の取り組みもあり、中国における英語教育の進展は中国人の海外進出を促進し、超大国化を支
える基盤となっている（調査を実施したタイ、マレーシア、インドネシアといった東南アジア
においても中国人の進出は顕著）。小学校英語教育は、中国の国際戦略である一帯一路政策を人



的側面から促進する作用を果たしている。 
 
（３）台湾、韓国における英語教育の進展 
台湾においては、台北の公立学校において、英語教育が進められている。特筆すべきなのは、

英語に関する無料のオンライン教材が充実していることである。また、地区に英語の拠点小学
校を設け、英語を体験的に学ぶことができるような設備（たとえば飛行場のカウンター）や専
門的人材が配置され、地区の小学生がローテーションで訪問できるようになっている。児童の
身近な場所で英語体験ができる施設が充実しているといえよう。 
韓国においては、97 年の経済破綻のあと、英語教育熱が起こった。現在では、「革新学校」

等で、児童の個別のレベルに応じた多様な英語学習が展開されている。また、イングリッシュ・
ビレッジなど、英語を体験的に学ぶ教育機関が全国的に設置されている。 
 

（４）日本の英語教育―自治体における英語教育の挑戦 
日本では小学校英語教育の教科としての必修化が、中国に比べると約 20年遅れて始まった。

しかし、荒川区のように先行的に英語教育を小学校に導入し、教育実践を積み重ねて地道に授
業研究を実施している自治体もある。研究代表者は、研究成果に基づき「荒川区小学校英語教
育指針」の改定に関して意見を具申した。 
荒川区で実施している小中学校ワールドスクールに参加した生徒・学生の追跡調査から、宿

泊型の英語教育が学習意欲の向上にプラスの役割を果たしていることが検証された。調査から
は、「今後の人生の指針を与えてもらった」と語る中学生もいた。集中的に、かつ体験としなが
ら学ぶことの重要性を示唆するものである。こうした荒川区での実践は、公立学校においても
楽しく学べる英語教育が実施されており、その点は他の自治体でも参考になると考えられる。 
 
（５）総括 
①日本においては、一般的に中国の教育は地域格差が甚だしいというイメージが強い。しかし
ながら、現在、中国では全国各地において急速に教育レベルの向上が図られている。とりわけ
大量の優れた小学校英語教員層の育成は、注目に値する。日本においても質の高い小学校英語
教員の育成は急務であろう。 
ただし、中国の場合、子どもたちの学びが、詰め込み型となっている所も少なくない。日本

では、仲間との交流を楽しみ、コミュニケーションの手段として英語教育を行う取り組みへの
努力もされている。今後、国際化の中で人間の生涯を豊かにするものとしての英語教育をどの
ように展開すべきであるのか、継続的に検討していきたい。 
 
②本科研は、小学校英語教育関係者が参加していたため、主催したシンポジウム、講演会、研
修会などに小学校英語教育関係者、中学校英語教育関係者も広く参加しており、日本における
小学校英語教育に一定のインパクトを与えることに成功した。何よりも、中国の小学校英語教
育が進んでいることに関して、周知した意義は少なくないと考える。 
また中国での調査研究によって、小学校英語教育に関する国際的な共同研究のネットワーク

を形成した。具体的には、北京師範大学多元文化教育研究中心、西安外国語大学、陝西師範大
学、広東外語外貿大学、延安摩西幼稚園との協力関係を構築できた。それ以外にも、台湾、韓
国、カナダ、アメリカ、日本の英語教育関係者による研究交流によって、小学校英語教育に関
する国際的な共同研究のネットワークを形成したことは、本科研の大きな成果である。 
 
（６）主な研究成果の発表 
①早稲田大学で国際シンポジウムを開催（International Forum English Education in 
Elementary Schools: Comparative Studies between Japan and China、2018 年 11 月、ゲスト：
広東外語外貿大学・康葉欽准教授等）。同シンポジウムには、ロンドン大学・北京師範大学・イ
リノイ大学の教員や院生も参加しており、活発な議論が展開された。 
②アジア教育学会研究大会で海外研究協力者である康葉欽が記念講演を実施(2018 年 11 月）。 
③早稲田大学教育総合研究所の公開シンポジウムで、本科研グループが研究成果を発表（2018
年 12 月。コーディネーター及び基調報告：小林敦子、パネリスト：原田哲男、東仁美、李恩珠）。
講演内容が早稲田教育ブックレットとして出版された（『東アジア地域における小学校英語教育
―日・中・韓の国際比較』早稲田大学教育総合研究所、学文社、2019 年 3月）。 
④マカオで小学校英語教育の国際シンポジウム（Language Immersion Research and Students 
Competence Development CCUEI＜China-Canada-United States English Immersion＞The 7th 
Annual Conference）が開催され、研究代表者は講演者として招へい（2019 年 11 月 4 日～7
日）。同国際シンポは、中国及び国外（カナダ、アメリカ）の小学校英語教育関係者を招へい
して実施されたものであり、本科研プロジェクトの研究成果発表の場として好適であった。 

(5)海外研究協力者を招へいして、講演会を早稲田大学において開催（遅延萍・西安外国語大教
授、裴淼・北京師範大学准教授）（2017 年 4月、2018 年 1月）。 
(6)荒川区での英語教員研修の実施（裴淼・北京師範大学准教授）（2018 年 1月） 
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